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編集担当より

編集担当：管理室

社長 太田 聡

今年も９月に入り、残すところ４ヶ月となりました。また第５７期も残すところ３ヶ月となりました。８月は気温

３０度以上の日が多くあり、昨年以上に暑い８月となりました。９月も厳しい残暑が続くようですが、体調にはくれ

ぐれもお気を付け頂けたらと思います。

９月は過去に関東大震災が発生した月でもあり、また伊勢湾台風が発生した月であることから防災月間として指定

されております。７月はカムチャツカ半島を震源とするＭ８．８の地震があり、また日本でも九州沖では断続的にト

カラ列島近海で地震が起きています。先日も規模は小さいですが、遠州周辺で震度１～２の地震が３回ほど起きまし

た。大地震が今すぐに発生するとは限りませんが、いつ起きてもおかしくないのが自然災害です。防災月間である今

月は、ぜひ改めて災害への備えを確認して頂ければと思います。

９月から１０月は台風の発生が多くなる月でもありますので、日頃目が届かないところの確認も行えたらと思いま

す。

それでは残暑がつらい月でありますが、体調には十分気を付けて頂き１ヶ月間よろしくお願いします。

９月は防災月間の月
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編集担当：外山

麦茶をお湯で作る際は、粗熱をとってから冷蔵庫に保管しますが、粗熱を

とる過程の20℃～40℃ぐらいが最も菌が増えます。対策として、鍋やボウル

に氷水を用意してやかんごと入れて急速冷却することで、菌の繁殖を低減で

きます。菌が繁殖した麦茶を飲んでしまうと、カビ（真菌）が喉に感染して

副鼻腔真菌症や吐き気、下痢、発熱などの症状が出る可能性があるため、迅

速に吐き出したり病院へ行きましょう。また、真菌を取り除く手術が必要に

なる場合があります。暑い時期の麦茶は特に気を付けて作りましょう。

救急安心電話相談窓口＃７１１９

急な病気やけがをしてしまったとき、

救急安心電話相談窓口「#7119」

全日24時間対応で、傷病者の状況を伝えると「救急車を呼ぶべきか」「急いで病院を受診した方が良いか」「受診

できる医療機関はどこか」等を聞くことができます。

救急安心電話相談窓口(#7119)の活用は、救急車の不要な出動を減らすことや救急医療機関の適正受診につながりま

す。

また、明らかに異常で緊急性が高いと感じる場合は、ためらわず119番で救急車を呼びましょう。

静岡県：#7119 または 054-204-7119 (15歳未満は「静岡こども救急電話相談 #8000」)

京都府：#7119 または 0570-00-7119 (全年齢対象)

こんな症状で救急車を呼んでいいのかな…

近所の目が気になるから、救急車を呼ぶのは控えよう…

体調が悪いけど、どこの病院に行ったらいいの？

救急安心電話相談窓口「#7119」

を利用しましょう！

(15歳未満の方は「静岡こども

救急電話相談 #8000」)


